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：欝 野

C・ カダリ一語：

rわが生避と ICU-
南アフリカにおけどJ l / Y リカ

人労働組合浮動友υ）Jii三一一九一』

仁lementsKadalie, A1_v J,Ui: and the ICU ~ 
The Autοbiograρhy of a Black Trade Unionist § 
in South .Africa -・, Frank C出向k Co Lt《l.,§ 
1970, 230p.卜xvi.

r 191s年，流感が流行していた悶のあろ土曜日の午後，

fl.Iよニャサランドの2人の友人とケー ・7'1／ウンのダーリ

J ゲiJ-iを歩いていた時，f,1；々、ケープ「ルグス紙を買い求

め，その記事を読んで戦争が終わりに近づいていること

を友人達に話した。……突然，ヨーロッパ人の警官が現

われ，私を歩道からつき出し殴りかかってきた。…… 1

人のヨーロッパ人が現われ，事情をたすzねて私に名刺を

くれ，翌日訪ねてくるように言ゥた。 4…・・翌日，このア

ブリカ人への同情者を訪ねたのかれの1'd主A・F・パッ

予 f守あった。… E E かれは浴i芯選挙［引っ補欠選挙に立候

fill しており，私に選挙の手イ品、（；，刻んj乙しかし選挙に

敗れとあと，私を呼んで労働組たのあ＇f！えの当否について
什選し，その結果，私はケ・・－ f点。ヲン沿，／J労働者の組織

化を計画した。

・・・1919年1月17日，パイテンクラブト街のエクセレ

シアホールで第1回会合が開かれ……万場一致で組合結

成が決議され，名称は『商工組合（Industrialand Com-

mercial Union）』ときまり，ペッデ ｛(J)i効議で私が書記

長に選ばれた。J(pp. 39 ,10) 

二のような経緯で， l事アブリカのjよfl}のアフリカ人労

働組合は，ニャサランドf主主れの 1ア7 I）カ人によって

生士れた。

それでは， ICUの初代書記長C・カダリーとはどのよ

うな人物か。また，ケープの港湾労働を中心に結成され

た1小組合が， 1924年には組合員3万人， 26年には3万

9000人，絶頂期の27年には10万人と，わずか数年間で全

国的に組織を拡大したが，それをなしとけ、る基盤となっ

た ICUの性格はどのようなものであ Jえか。白人政府

による人種差別政策の激しU十：1アブ I_J）； 九 ICUと白人

II0 

政府との関係はどうであったか。わずか10年間で，この

組合が解体した理由は何か。

南アブリカ労働運動史上，最初の非自人労働組合に対

ナるわれわれの関心は，幸ャ2午前 ICUの生みの親で

ありffごの主IIでもあるC.カダリーの（I伝とし、う形で公

kさjc；前之さil,た。もちろん，この1i口述の中には，記憶

のあ，，':tい：＂／；＞ら起る間違い，山工芯によるコJ;:#v）歪曲は

然考えわれるが，それは南ア労働運動史資下！としての

喰聖書性をそこなうものではない。

以下，まずはじめに，カ夕、リー自身の記述を中心に内

谷を紹介し，その後S・W・ジ百一ンズ3世， M・ホレ

ノレ， E・1レ一等の研究を照合しながら前記の疑問に答え

る形で問題を検討していきたい。

つぎに、 十五島の章別構成を記しておこう。

日・トヲピドによる序文

W ・スヰ l アートによる草稿， ~G'）序文

I.わが少年時代

II. I L、Uの誕生

m.燦原の火
IV.ヘノレツオークに会う

V.黄金の都

VI.禁令に挑戦する

vn. ヨーロッパへの1ぷ

¥lli. 

IX 

:¥ 

XI 

.¥11. 

xm. 
XIV. 

xv. 
XVI. 

!!J際的舞台で

iヰjγフリカへ還る

。；〆ペリー会議とナタ一川川！と裂

ノ、ノ、法と戦う

ヨーロッパ人の相談役

イースト・ロンドンでのゼネスト

居住権

ヘルツオークの諸立法とその後

IC Uとはf可か

II 

C・カダ 1／ーは19世紀末（出生年月日は不明〉ニャサ

ランド（現在のマラウィ）で生まれ， 1896年洗礼を受け

た。スコットランド・ミッション・スクールで初等教育

を受けたのち， 1913年同校の先生となったが， 15年には

故郷を離れてポルトガル領東アフリカ（現在のモザンピ

ーク〕の棉花プランテーションやローデシアの鉱山等で

事務職として働いた後， 18年南アフリカのケープタウン

に，＇L¥tこ。そこで偶々前述の事件に会い， ICUを組織し，

左記長に選ばれた。 ICU結成後の最初の活動は，第1次
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世界大戦後のインフレと南アフリカ悶産の食塩輸出に伴

う圏内価格の騰伐に対する関νであフた。 ICTリ土非白人

の賃金引上げ要求を掲げて1919午J2Jll7flから 3週間ス

トライキを行な J たが，結果はわずがな賃上打を勝ちと

ったにすぎなかった。 1920年1月の総会には参加者は

400名を越え，同年8月の執行委員会では，ケープタウン

造船所の最低賃金制要求を掲げた。しかし， 11Jjにはカ

ケリーは移民法（ImmigrantsRegulation Act, lりJ:l)Iこ

抵触し，国外退去を命じられた。当時の内務相がスコッ

トランド出身であったことから，自分が洗礼を受けたス

コットランド教会の助けをかりで21年 1 月に退去命令~

撤回させたの（ I ・ II章）

1922年にl;t，「：，j？フリカ労働足首j山上最大日、われる

ラントのストライキが白人の鉱山労働者によっておこさ

れた。その際， JCUがとったか．場は消極的で，ただアフ

リカ人鉱山＇）j働？？がまき添えに主れ人のにけ！抗議した

にとどまり司その11',1，カダリ－itICUのt±U,riえのJ11:kを

はかった。まず，；｝＜－ート・エ IJ-If－く ζ でJ・A・7 ・γマ

と協力し，ついでイースト・ロンドンではルジザを支部

長とした。 1923年1月にはケープタウンで統e t・会議を聞

き， 17の支部が／Jilわり，ケーイ－1111＇すの組織化は終わ

その会議の決議どして「当組前払士＇， 、がなる政if？団体ども

関係なく，ただ， J伝法に基づく産業組織を通してi:;fフ

リカ人の経済的・社会的向上a:'はかることを日的とするJ
(p. 56）とした。さらに，本部をケープタウンに置き，機

関紙 Theivorh’rs’Herald ！，： 禿げするこどがげと主っ

たの cm章〉
1924年5月，アブリカ人民族会議（ANC）のフソレムフ

ォンティン会議に， ICU代表として出席したカダリー

は，当時のスずソ、ソ政府を支t-'i'す‘るか，野党の.J • B. 

M・ヘルツオ」？を了支持するかの選択を迫らit,'.t,,'iJc,J, 

後者を支持しfζ。そのため会縫後，カダリ－f土＼心ツオ

ークに個人的に招待を受け会っている。

1924年7月，カダリーは組織拡大のためにダーパンに

,'I＼掛けたが， i己G{T-Ii月tこ成立した国11'.;党・労働党連立内

聞の首瑳ヘルツオークは，カグリーのダーパLでの活動

を妨害する手段に出た。しかし，最終的にA・p・7 ド

ウナをナタール支部長として組織化には成功した。 (IV 

章）

ついで，カダりーは1924年9Jj金鉱でにぎわう「ぷ金

の都Jヨハ手スブゾレグの車邸義化にも二手した。最初JANC

の反対に会ったが， 2カ月後には組合員1000人以上を獲

得し，さらにオレンジ自由閣の首府プルムフォンティン

響評

にも出掛け，12月高射犠拡大に成功した。その後いったんケ

ープ個々！？ンに帰ったカグリーは，翌年 1刀バびブJレムウ

オシ／インで鉱山ツレ働引を対象に白人資本家攻撃演翫を

行なレ，その演説は RandDaily Af.山lt氏に大きく線

道され，鉱山会議所や政府もそれを無視できなくなり，

1925年の国会はこの演説をめぐって激しい討議がなされ

た。

l11]t「4月， ICUの第5戸］総会がヨノ、ネスデルグで院か

れ，へノレツオーク内閣による civilizedlabour policy 

（注1），パス法（注2），原住民労働力補填制度，産業調停訟

に基づく組合の登録等の議題が討議された。その結果，

ICUは政府に非白人労的1荷の困窮の状態を調査する工う

要求L／こっそれに当えて政府は同年ケレイを委員長tニ止

命し「経済・賃金委員会Jを組織し，調査結果は翌年発

表された（注：n。かくして， 1925年までにはICUは実質上

全Itlr'1'J ls.労働者組織となしこの時期ラ長大の闘争目刊

としい、lス法廃止士掲げた。また，｜υi]{;,)Jfリーはア J

リ－－＇） c'）ーグロ労働者ム下詫より招請を引？に1;；，政府がノ、

スポートを発行せず実現しなかった。

192(i年の第6I司総会で，本部をケープタウンからヨハ

ネス〆＇cグへ移すこと．また ICU川 1Wi'.Jjι働組合連：，
(lFTUト＼の加盟が決議されたが， 111]ij：にはICU内乱三

共産施との関係が表面化しICU内部の数名の共産党員が

カダリーの方針をブノレジョワ路線であるとして批判し始

めた。（V章〕

19:0fi年のナターJI.,集会～出席した後，ヨノ、ネスプ；；ブ

tこ民勺たカダリーは，ナタール法（No.48）により，ナケ

－，レ再入国を禁じられたため，その措置に抗議して訴訟

を起こし9月に開かれた裁判の結果勝訴した。

共産党との対立t土ーー層きびしくなり， 19'.::7年4月にit, 

正式に共産党と手を切り，さらに，グーパンで開かれと

第7Hn志会では，（11ジェネープで開かれる同際労働者会
議へICU代表としてカダリーの出席，（2）白人労働者との

提携が決議された。（羽章）

1927"F05月ヨーロツノぐに向けて出発したカダリ一位「

ギリス．フランスを経由してジュネーブの会議に出席し

た。会議では南アフリカの非白人労働者の実情を述べ，

ICUの IFTUへの正式加盟を主張した。帰途再びロン

ロシ；左寄りイギリス労働党員との接触を深める一方， 10

月にはイースト・エンドのメモリアノレホールでの集会；こ

出席L.同時期，南アフリカ議会に日記されていた原住

民行政法案に強く反対する演説をした。さらに，オース

トリア， ドイツも訪問し， 27年11月南アフリカに帰国し

I I I 
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た。 (Vll, V自己主）

1Y27年12月キンパリーで湖かれた集会では，カダリー

はヨーロ、ソパ旅行から得た経験をもとにして予 ICりを沌

}')Lな労働百一組織にするために綱領を改定することを二HI之

L 討議の結果可決された。翌年の復活祭にブルムブオシ

テ｛ンで開かれた会議で，ダーパン支部の財政の＋正支

/f1,がl!¥Jh'.!iとなり，ゲーパン支部iこ・Ji:件完日ljにnと勺とす
るカダリーはゲーパン組公民iこ十日汗され，支部はICUn‘

九分裂した。 (IX, Xl;'c) 

1 Y2R{f 4 }J J, 7＇レトリアでの ANC、HH：の集会乙力

ダリーのノ；ス法反対のi15！：廷がStar~il;iこ報道＇，；Jt，そのた

め原住民行政法第 1条lこ上 i）カゲリーは逮捕されたが．

裁判の結果無罪Eなハたο （XH戸）

｜けJ｛ド7汁， lCUの組織の強化をはかるために fギリス

かf》w.（； ・パリンジャーがfl］干IL／こσL方‘し，カゲ＇）
ーの方針とit ftわ：れ 1929年には TClT；士解｛本 L. そ

の結果， (1)パリンジャ－Vrt12) J Y-1しiRu-，・ンピオ
ン）‘ (3；刻tf(il長（りゲ1)-J ♂ J;ljlJむこうj －~~Lたη （＼l[!¥)

1川0,1:1 Jj‘Ji］［、立派：tイースト・ロニ：ご、でt長会企1;}1

き， i！~；u .港湾労働告の段低賃金引I］を要求Lてベトご7 ( 

今｛二人 pたが， ストヲ fキの指導者逮｛工逮捕主）； .':, ¥; 

→若干でワダ I）ーには200ボン FJl¥r司：1｝／，：深せt,.J 1たが，

l;l終寄で25ポンドに減刑されたC (X ill苛〉

しかし，判決iえのりゲリーは，暴徒主会法（？山 27,

1914）の適用をそ；十， 6カ｝Jm1ヴ fヴト 1＇；＇γ ーテルスラ
シト地！乏での活動を禁止された。そのが：来司 十一正トョ

ロL ドンの fースト・ノミンク・ロケーシ：， :. iこn，た。
(XIV!}') 

イースト.p L ドン向性｛去のI;ゲリ Jlj,1；動：土，：当［：；＇fぷ

会に J:t'r'0 れてυた、いわゆるへ／~·、ソォーケ万三住民諸 ：，，

訟の一つで，う－，＇ Jllr吋のアフリカ人のな政擁のまI］奪を

f=lr'i'-Jとする「JJ;UU（；代表法j案iこ対Lてのr,l1J1，、であ，＿，tー

が，ド司法案の可決iえ河びfースト ・n>ドンの政道・

港ぷ＇＇！労｛動古川／：＼l足Cjを中心l二i,'i♂JJをi土仁 /I〕f二。（X¥'Ji':) 

日終了；；＇c-，カゲ IJーは！Cl1の立誌を：也、、 /;i;1 ;J::ftl収

大，J¥Uをのアメリカ・ニゲロ運動（パ〉・ Y71）力二〈ム1

やJ七月：党（こ1ミンテノレン）の影響を受itf；こ，産業分~＂f

で非自♂人のM：初の'JJ／！効組合を設立Lたこと，／＇iCiア7 I) I,' 

の「1人労働組ft(SATUC）との連たには失敗Lとが
1九九ゆる断層の構成n全世IJOL，力、勺！七一γ －7 1）カ全トv二
組織を拡大し 7主たTF’ruを通じてヨーロ、ソノミ♂＇ i霊童！！と

も述携し得たこと等を評fdfiするとともに，解体の原肉と

して，経験あるお導r,－溜の欠如i，ナターノレセtf＼の財政卜の

I I 2 

欠陥， ヨーロッパ人相；主役との方針ーの相］主をあげている

(X Vi¥tl。

以上，本舎の叙述にそって JCCの結成，主j「：‘角i'(;. 

にザラL、て百己してきたが， fJ.T、， JCU：こ｜叫するいくつか山

百年吃を［清まえて、問題を1九HしてL、きf口、と思う。
(i l l 1924＇ド・ OJH，ιial Ci rι、ul山（>Jo.c,, 31, 

Oct, 1924) 1 ii、；：， 司「civilizl'dlabour : L司そ，＂，メi

；汚水辺士、｛， iiij，.＇）ヨ ロ，.，、人！／） t,111:1 /, :, ｝、ご＇，＇－＇三人） l

: L -tzに，；IYJι・，,! 1 ., ,:~ c,t，「J考f : 二:. , ・r行 lされぞ〕 （＇.

i, ご.＇.，い、 unci,・ilizeclLibour : , i. そ＇ '.l 

ぺr111'Jウ、Y ¥,' 3人ペi-1［ιlilj: こ，.・，「＇liJうJ Lシ：：

"'" /' :'; i•J ；三 l 「：： 1：.、 I1 ,: よ，・寸C人そ，: と , ・c f J ¥ 1 , ) r 
ろ1I Ji J .' I世，i'べjlてL、ζ。

(; i, 2〕 l日 i J 、二.＇）人｛手 I: it!: ' , '!'J iーしり人下：

.:, , : i-& ! Ii ＇υ『
(b: f之1/!_1.＇ノ111 r卜古川，，.1、1

い1 I /. i ノ、ス～ ；〆ル二一 .,) ' l、J,::I lもζf ！ し、n

I ,: ,I l,,;.','J;,,•'f lじlごう 、、 ) ( ,, Vi'. •J 、 I., ( I 「ミ

', 11,, i.＇.、＼1,1,JI'l l、

Cr :, > R，プ’υrtnf tJu，π（什110111i,・ ,wd 1F＂日C ( 'n-
111///ISSi 

m 

I で提起L た ll\l.~iU.＇、を）'J.＼ごのよりに整理！L亡汚守？：をt

－； ι，1,てL、くことにLi二l、。

'1: 仁・カザ！！ーのノ人物；干{i:ii

:! JC\JOli'il~ l労1心vr？？組織か政iii白Hi・7'.")
,'j: 1024年の JC¥Tの＼ル、、ノォ－ '7 "1::J.'i<Tl同店

1,jl 解体のIr;([）；］をご力ぐ－・・・て

E,,1, ーはりプ I）－（））•［竹九を「 Ii二九なさ工ネルギーを i,

つリj，生主れっき戸弁？？五：.1Trt色な組織'/tJ•I' I、としてL、

るが， 1'1＇］；主L子こり’＇／ IJ一の；，r,則を込7人ろ土目f「カゐに＇（＇）＇；寸 Ji'F

あ／〉ことi土1"i'宵さ,11上円つカグ 11ーは了ヤ寸？弓シドf主主

}.1円fこ，h南y・アI｝イ｝（内会用活ダヲ J ラでふろ i''7 ,.1 .ワーユ

スi,また南ア7 リサjのノじ／、ソ－i許諾i，話せ寸ヘ存地内苛；
会でじ門前；えはみな'/ji:訂；』で行え〉口、＝：｝カ：，それにもかか

わ「｝ず勝、司そか~＇ ~＼fHt'Jt：歓迎？をそけている点はやはり Jj:_

来ρ弁fj-家であったと思われる。さらに，組織の拡大に

際Lては．たどえばポート・ t リザベスではf也7仁川＇.t力者
マゆパ弓ラをtJILご南西アフリカカバヲヲ・ゲマチロ子ひ：寄

せて支部長にする符， 人を見分け手目哉の強化をl主力主る能

力にすぐれていたことは｛濃かであろう。また後iこlCU解

体のー何回となったナクール支部のrn導者の財政Fi［支
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出に対して明確な態度をとっているととも組織者と Lて

の条件をそなえていたといえよう。

第2の ICUの什格の問題に移ろうじ

1923年1月のケープタウン統一会議で「この車邸俊はい

かなる政治団体とも関係なく，ただ窓i去に基づく産業組

織を通して全アアリカ人の終済的・十L.:'di<J向上をはかる

ことを目的とする！と決議Lたがら，京'Ifこは早くもヘ

ルツオークの国民党を支持していることから， ICUの性

格に4川、ては｝哀そに議論ミれている。

第1に， M ・ホレルは 1CUの「事llfitiの何人かt土産

業労働者ではなく，現在の概念からいえば労働組合運動

とし、うようむし九大衆運動（川四smm-,ement）でも、たJ

（注2）として ICUの労働行組織として円「I＇名を否’ ζして

いるのに対し， E• ルーは「結局， ICUは厳密な意味に

おいて，経済的性絡を失\t•, ltl民解放の d二めの政治集団

(political mぉsI淀川y）とた.j二J（住’：と！，また守 s • 

W・ジョーンズト3世も「カダリーは， f1的を追求している

内にII.flらかに政治活動に引き；A,まれー かくしてl'l：！ι～
27;f二には， ICU!土主主々 政治i,¥,JiJJを日さ Hll識に発明し亡

いったように忠われるJ（住りとして ICUの性格の変化

にカ点を置いヤいろ。 M• ホレルの貝解は組合員の資格

をnu胞にし， 1924年の産業：；；，＇jf｝法によ、仁、法律！：〆ブ
リカ人労働者が被耀用者から除外されたという規定に基

づいていると思われるが，実質的には ICUの組合員は

産業労働者であるので首脅し難い。ー仏 E.ルーとジ

ヨーンズ3世の見解に対しては，変質の時期が問題とな

るが，ジョンズ3世はその日寺期を1926～27年としている。
この点筆者は1925年4月のICU第5回総会の決議了

原住民の全国的労働組織をアフリカに倉I］ることを目的と

しそれによって，白人独裁を粉砕し，かつ鉱山や農場に

おける搾取を阻止L，賃上げを勝ちとムねばならないコ

さらに，白人独裁支配の下で，議会の門戸を開き，世界

中の白人労働者と共に，資本主義体制を打破し，英連邦
内で；，7 リカ11;,:fu己に逮Lた政体をつ；ることJU':i I （傍

点引刑おうを：iliHt L，この｜！年j哲Jを 1c11の性格変化l乃II寺

点と考えたい。

第3の1924年のヘルツオーク支持のY引け1として，カダ

リーは「政府の交有、は必要であったし，南アフリカのた

めにもなるであろう」（p.58）とだけ言っているが，この

点、にw・IL S・二アメは以下の理由を上げている（恥、＇ ,1) 
1921年の南西アブリカのブルブック暴動フ 1922年のヲン

トのストライキ等の際におけるス7 ッツ政権の態度に対

する反発，（2）ケープ。の労働党孔との接触からの影響噌 l3)

書評

非r-1人労働者の直接の敵であるイギリス系白人資本家と

それと結託したスマッツ政権への反感，（4）政権につく以

内庁に示した悶民党のICUiこ対する好意。たとえf:f,1921 

年；ニD・I「・マランt土クインズダウンで閲かれた原住民

集会に，原住民ほど南アフリカに対する愛国者はいない

とれの電較を打ってU、る門つまり全体としてはイギリス

帝国主義へのば発であるとする。事実，前年の機関紙

Workers’Herald発刊に際しては，国民党・労働党か

らがなり資金が流れ口、ること，また，この時期日for-

I引す’Herald祇にイ干リス帝国主義に反対する多くの記

事：が載っていることを指摘しているニアメの鋭はほぼ首

宵し得る。

日4の JClJ解体の原因についご；士，カダリー；ま最終

(1）経験ある指導者層の欠如，（却ナタール支部の財政

の不正支出企支部の分裂. (3）ヨーロッパ人相談役との方

針♂〕相違の :-l｝尽を上ffてU、る。それに対し， tv!・ホレyレ

は，（1)1925年本部がケープからヨハネスブ‘ルグに移され

組合活動においてアフリカ人よりも経験が豊富なカラー

1:-／〕協力が比〉たこと，：211926年〆に比産党員を氾放した

こと，（3）膨大な組織自体が非常に雑駁であった己と，幹部

の多くは経験に乏しく，機関紙 Workers'Ilerald発行

二.t－，て立大な負債をかかえたこと l:上げてレ心 l注7）。

附J者に:It，古十る指導記の問題につU、ては， m－与層には
カダリーも含めて教員出身者が比較的多く，組合活動や

F灯台闘争の経駁が乏しか v たことは隊かである。その他

の指摘され／；こ1京因についとは，カグリーの指怖が直接原

因，ホレルの指摘を間接原因と位置づけてよいのではな

か7，うか。

伏後に木／：：のもつ意義についてふれ結びと Lょう。

序文によると，本書の第1草稿は1946年に脱稿されて

し、ふが，今IIの形で出杭されるまむに（ま数名のものの協

)jによって正確を期寸ための加筆修正ーがなされている。

その意味で，自伝に起こりがちなひとりよがりはある程

！主流殺されてL、る。止かムと言って，カダリーの個性が

やどから全く ＇fとわれたと Lうのではない。むしら一読し

て感じられるのは，著者カダリーの強烈な個性とヴァイ

守リティごある。

今までl有アフリカ労働運動史の研究i主， E・7レーの書

が一応オーソドックスなものとされてきたが，近年ハー

グァード大ヤ：1-1身のs・w・ジョーンズ3世が本書のも

とになっ t~ ！モワ－J',,5<¥.Vorkers' Herald紙等の一次
資料を使って精力的に研究を進めている。とくに資料の

人手やとりあっかν、のむイかしい労働運動史の研究にと

l I 3 
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7 ア正予ii'i石Ifご＼日＇0iJIP1 

ブイリ lンl ,(: ,n;l,,:QにJ) L、て，そ山 1')r,『と '56述の庇史

:: l~U'l I., 日f主主了吊＇＇（ i::::t］，，づ：，：，c, ii三；，＼＜川交官~， ;¥ ?5 '1i JI' , 

/:I句、J, (・ i＇：、 J 沢民 i，~ i ，＇代行，＇； （： ど＇ご ／：，き．できるだけ／';Ii沼

ii'J：川AL，ぞれそれ C"I十ド［，ド／'' －，と l・：rJ九宇 ιにする。

蓄は， 1020:1から(i(J:j：↑止をけlとして，農村社会制j遣の

t：料、 ？とぺ司命・！泡千命して1f;1¥，民団｛r.,n必然相，；百
万戸 l円、つ：；／［＇； Jとそ（／＂，年 l＇と．人「（'.L;tiと所有似の問題等，新
進河村口）きめ刑Iiかい，；：；；；えで構成されている。

;f'/ iをむ微にj¥,f興し た台湾径済C'i庁主史［）（）任，Rをふまえ，モ

ゴ＞／＼出でiS':t.健全に完炭した「件前i生」台i';!:: 1~ の，

Jk:J!; .. ＇！.における問題点、・矛h'JKを分析，究明jL，同際的

i,J fl':なlλ パ－，；，し、i'.':f', .＇人 f-1百i:幻までii';l_l ' (f.~－出入 1-1 v;Jfi 

,J 1,tn年やt¥'j加パターンを明らかJこしながら，（＼lj利動古I.レ－，，

））~守からとち l百 I) 1962 ;Iーからの 5カ年H回以段の経済成

よとの／うげにi湾ι幾年に経済的・社会的問患を主ぐりだす

アジア経済：u円J5",J，自主
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